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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月12日(2010.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記補強繊維基材がポリウレタン
層中に埋設された製紙用シュープレス用ベルトにおいて、前記ポリウレタン層に、下記ウ
レタンプレポリマー（Ａ）と、活性水素基（Ｈ）を有する下記硬化剤（Ｂ）とが混合され
た組成物を硬化させて得られるポリウレタン層が含有されていることを特徴とする、シュ
ープレス用ベルト。
　（Ａ）ｐ－フェニレン－ジイソシアネートおよび４，４’－メチレンビス（フェニルイ
ソシアネート）から選ばれたイソシアネートを５５～１００モル％含有するイソシアネー
ト化合物（ａ）と、ポリテトラメチレングリコール（ｂ）とを反応させて得られる末端に
イソシアネート基を有するウレタンプレポリマー、
　（Ｂ）１，４－ブタンジオールを８５～９９．９モル％および活性水素基（Ｈ）を有す
る芳香族ポリアミンを１５～０．１モル％含有する硬化剤。
【請求項２】
　活性水素基（Ｈ）を有する芳香族ポリアミンが、３，５－ジエチルトルエン－２，４－
ジアミン、３，５－ジエチルトルエン－２，６－ジアミン、３，５－ジメチルチオトルエ
ン－２，４－ジアミン、３，５－ジメチルチオトルエン－２，６－ジアミン、４，４’－
ビス（２－クロロアニリン）、４，４’－ビス（ｓｅｃ－ブチルアミノ）－ジフェニルメ
タン、Ｎ，Ｎ’－ジアルキルジアミノジフェニルメタン、４，４’－メチレンジアニリン
、４，４’－メチレン－ビス（２，３－ジクロロアニリン）、４，４’－メチレン－ビス
（２－クロロアニリン）、４，４’－メチレン－ビス（２－エチル－６－メチルアニリン
）、トリメチレン－ビス(４－アミノベンゾエート)およびフェニレンジアミンより選ばれ
た芳香族ポリアミンの１種、または２種以上の混合物であることを特徴とする、請求項１
に記載のシュープレス用ベルト。
【請求項３】
　補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレタン層がポリウレタ
ン外周層およびポリウレタン内周層で形成された製紙用ベルトにおいて、前記ポリウレタ
ン外周層は、前記ウレタンプレポリマー（Ａ）と、前記硬化剤（Ｂ）とが混合された組成



(2) JP 2008-285784 A5 2010.2.25

物を硬化して得られるポリウレタン層で形成され、前記ポリウレタン内周層は、４，４’
－メチレンビス（フェニルイソシアネート）とポリテトラメチレングリコールとを反応さ
せて得られる末端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマーと、３，５－ジメチ
ルチオトルエンジアミン、３，５－ジエチルトルエンジアミンおよび１，４－ブタンジオ
ールより選ばれた硬化剤を含む組成物を硬化させて得られるポリウレタン、または、２，
４－トリレンジイソシアネートおよび２，６－トリレンジイソシアネートより選ばれたイ
ソシアネート化合物（ａ）とポリテトラメチレングリコール（ｂ）とを反応させて得られ
る末端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマーと、３，５－ジメチルチオトル
エンジアミンおよび、３，５－ジエチルトルエンジアミンより選ばれた芳香族ポリアミン
とが混合された組成物を硬化させて得られるポリウレタンから形成され、補強繊維基材は
、前記ポリウレタン内周層に埋設されていることを特徴とする、請求項１に記載のシュー
プレス用ベルト。
【請求項４】
　補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレタン層がポリウレタ
ン外周層、前記補強繊維基材が埋設されたポリウレタン中間層およびポリウレタン内周層
で形成され、前記ポリウレタン中間層の両側には前記ポリウレタン外周層およびポリウレ
タン内周層が積層された製紙用ベルトにおいて、前記ポリウレタン外周層およびポリウレ
タン内周層を形成するポリウレタンは前記ウレタンプレポリマー（Ａ）と、前記硬化剤（
Ｂ）とが混合された組成物を硬化して得られるポリウレタン層で、前記ポリウレタン中間
層は、２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレンジイソシアネートおよび４
，４’－メチレンビス（フェニルイソシアネート）より選ばれたイソシアネート化合物と
ポリテトラメチレングリコールとを反応させて得られる末端にイソシアネート基を有する
ウレタンプレポリマーと、３，５－ジメチルチオトルエンジアミン、３，５－ジエチルト
ルエンジアミンより選ばれた硬化剤とが混合された組成物を硬化させて得られるポリウレ
タンから形成されている、請求項１に記載のシュープレス用ベルト。
【請求項５】
　補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレタン層が前記補強繊
維基材を埋設するポリウレタン外周層及びポリウレタン内周層で形成された製紙用ベルト
において、前記ポリウレタン外周層が、前記ウレタンプレポリマー（Ａ）と、前記硬化剤
（Ｂ）とが混合された組成物を硬化して得られるポリウレタン層で形成され、前記ポリウ
レタン内周層は、２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレンジイソシアネー
トおよび４，４’－メチレンビス（フェニルイソシアネート）より選ばれたイソシアネー
ト化合物とポリテトラメチレングリコールとを反応させて得られる末端にイソシアネート
基を有するウレタンプレポリマーと、３，５－ジメチルチオトルエンジアミンおよび３，
５－ジエチルトルエンジアミンより選ばれた芳香族ポリアミンとが混合された組成物を硬
化させて得られるポリウレタンから形成されていることを特徴とする、請求項１に記載の
シュープレス用ベルト。
【請求項６】
　補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレタン層がポリウレタ
ン外周層、前記補強繊維基材が埋設されたポリウレタン中間層およびポリウレタン内周層
で形成された製紙用ベルトにおいて、前記ポリウレタン外周層、ポリウレタン中間層およ
びポリウレタン内周層の全てが前記ウレタンプレポリマー（Ａ）と、前記硬化剤（Ｂ）と
が混合された組成物を硬化して得られるポリウレタン層から形成されていることを特徴と
する、請求項１に記載のシュープレスベルト。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
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　請求項１の発明は、補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記補強繊維
基材がポリウレタン層中に埋設された製紙用シュープレス用ベルトにおいて、前記ポリウ
レタン層に、下記ウレタンプレポリマー（Ａ）と、活性水素基（Ｈ）を有する下記硬化剤
（Ｂ）とが混合された組成物を硬化させて得られるポリウレタン層が含有されていること
を特徴とする、シュープレス用ベルトを提供するものである。
（Ａ）ｐ－フェニレン－ジイソシアネートおよび４，４’－メチレンビス（フェニルイソ
シアネート）から選ばれたイソシアネートを５５～１００モル％含有するイソシアネート
化合物（ａ）と、ポリテトラメチレングリコール（ｂ）とを反応させて得られる末端にイ
ソシアネート基を有するウレタンプレポリマー、
（Ｂ）１，４－ブタンジオールを８５～９９．９モル％および活性水素基（Ｈ）を有する
芳香族ポリアミンを１５～０．１モル％含有する硬化剤。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項２の発明は、前記活性水素基（Ｈ）を有する芳香族ポリアミンが、３，５－ジエ
チルトルエン－２，４－ジアミン、３，５－ジエチルトルエン－２，６－ジアミン、３，
５－ジメチルチオトルエン－２，４－ジアミン、３，５－ジメチルチオトルエン－２，６
－ジアミン、４，４’－ビス（２－クロロアニリン）、４，４’－ビス（ｓｅｃ－ブチル
アミノ）－ジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ’－ジアルキルジアミノジフェニルメタン、４，４
’－メチレンジアニリン、４，４’－メチレン－ビス（２，３－ジクロロアニリン）、４
，４’－メチレン－ビス（２－クロロアニリン）、４，４’－メチレン－ビス（２－エチ
ル－６－メチルアニリン）、トリメチレン－ビス(４－アミノベンゾエート)およびフェニ
レンジアミンより選ばれた芳香族ポリアミンの１種、または２種以上の混合物であること
を特徴とする、請求項１に記載のシュープレス用ベルトを提供するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項３の発明は、補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレ
タン層がポリウレタン外周層およびポリウレタン内周層で形成された製紙用ベルトにおい
て、前記ポリウレタン外周層は、前記ウレタンプレポリマー（Ａ）と、前記硬化剤（Ｂ）
とが混合された組成物を硬化して得られるポリウレタン層で形成され、前記ポリウレタン
内周層は、４，４’－メチレンビス（フェニルイソシアネート）とポリテトラメチレング
リコールとを反応させて得られる末端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマー
と、３，５－ジメチルチオトルエンジアミン、３，５－ジエチルトルエンジアミンおよび
１，４－ブタンジオールより選ばれた硬化剤を含む組成物を硬化させて得られるポリウレ
タン、または、２，４－トリレンジイソシアネートおよび２，６－トリレンジイソシアネ
ートより選ばれたイソシアネート化合物（ａ）とポリテトラメチレングリコール（ｂ）と
を反応させて得られる末端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマーと、３，５
－ジメチルチオトルエンジアミンおよび、３，５－ジエチルトルエンジアミンより選ばれ
た芳香族ポリアミンとが混合された組成物を硬化させて得られるポリウレタンから形成さ
れ、補強繊維基材は、前記ポリウレタン内周層に埋設されていることを特徴とする、請求
項１に記載のシュープレス用ベルトを提供するものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項４の発明は、補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレ
タン層がポリウレタン外周層、前記補強繊維基材が埋設されたポリウレタン中間層および
ポリウレタン内周層で形成され、前記ポリウレタン中間層の両側には前記ポリウレタン外
周層およびポリウレタン内周層が積層された製紙用ベルトにおいて、前記ポリウレタン外
周層およびポリウレタン内周層を形成するポリウレタンは前記ウレタンプレポリマー（Ａ
）と、前記硬化剤（Ｂ）とが混合された組成物を硬化して得られるポリウレタン層で、前
記ポリウレタン中間層は、２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレンジイソ
シアネートおよび４，４’－メチレンビス（フェニルイソシアネート）より選ばれたイソ
シアネート化合物とポリテトラメチレングリコールとを反応させて得られる末端にイソシ
アネート基を有するウレタンプレポリマーと、３，５－ジメチルチオトルエンジアミン、
３，５－ジエチルトルエンジアミンより選ばれた硬化剤とが混合された組成物を硬化させ
て得られるポリウレタンから形成されている、請求項１に記載のシュープレス用ベルトを
提供するものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項５の発明は、補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレ
タン層が前記補強繊維基材を埋設するポリウレタン外周層及びポリウレタン内周層で形成
された製紙用ベルトにおいて、前記ポリウレタン外周層が、前記ウレタンプレポリマー（
Ａ）と、前記硬化剤（Ｂ）とが混合された組成物を硬化して得られるポリウレタン層で形
成され、前記ポリウレタン内周層は、２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリ
レンジイソシアネートおよび４，４’－メチレンビス（フェニルイソシアネート）より選
ばれたイソシアネート化合物とポリテトラメチレングリコールとを反応させて得られる末
端にイソシアネート基を有するウレタンプレポリマーと、３，５－ジメチルチオトルエン
ジアミンおよび３，５－ジエチルトルエンジアミンより選ばれた芳香族ポリアミンとが混
合された組成物を硬化させて得られるポリウレタンから形成されていることを特徴とする
、請求項１に記載のシュープレス用ベルトを提供するものである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項６の発明は、補強繊維基材とポリウレタン層とが一体化してなり、前記ポリウレ
タン層がポリウレタン外周層、前記補強繊維基材が埋設されたポリウレタン中間層および
ポリウレタン内周層で形成された製紙用ベルトにおいて、前記ポリウレタン外周層、ポリ
ウレタン中間層およびポリウレタン内周層の全てが前記ウレタンプレポリマー（Ａ）と、
前記硬化剤（Ｂ）とが混合された組成物を硬化して得られるポリウレタン層から形成され
ていることを特徴とする、請求項１に記載のシュープレスベルトを提供するものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４１】
　参考例３
　ｐ－フェニレン－ジイソシアネート（ＰＰＤＩ）とポリテトラメチレングリコール（Ｐ
ＴＭＧ）とを反応させて得られたウレタンプレポリマー（ＮＣＯ％は５．５１％、５５℃
における粘度は１，８００ｃｐｓ、予熱温度６６℃）、ならびに９０モル％の１，４－ブ
タンジオール（１，４ＢＤ）および１０モル％の３，５－ジメチルチオトルエンジアミン
（ETHACURE300）よりなる硬化剤混合物を混合（Ｈ／ＮＣＯ当量比は０．９５）し、混合
物を１２７℃に予熱した金型に注入し、１２７℃に加熱し、１２７℃で３０分かけて前硬
化させたのち金型から上金型を外し、１２７℃で１６時間かけて後硬化させ、ＪＩＳ　Ａ
硬度９８．２度の硬化したポリウレタンシートを得た。このシートより試験片（厚み１．
５ｍｍ）を作製した。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　参考例４（比較用）
　ｐ－フェニレン－ジイソシアネート（ＰＰＤＩ）とポリテトラメチレングリコール（Ｐ
ＴＭＧ）とを反応させて得られたウレタンプレポリマー（ＮＣＯ％は５．５１％、５５℃
における粘度は１，８００ｃｐｓ、予熱温度６６℃）、および１，４－ブタンジオール（
１，４ＢＤ）よりなる組成物（Ｈ／ＮＣＯ当量比は０．９５）を１２７℃に予熱した金型
に注入し、１２７℃に加熱し、１２７℃で３０分かけて前硬化させたのち金型から上金型
を外し、１２７℃で１６時間かけて後硬化させ、ＪＩＳ　Ａ硬度９８．１度の硬化したポ
リウレタンシートを得た。このシートより試験片（厚み１．５ｍｍ）を作製した。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　応用参考例１
　実施例１において、参考例１のポリウレタン樹脂混合物の代わりに参考例４で用いたポ
リウレタン樹脂混合物（ＰＰＤＩ／ＰＴＭＧ系プレポリマーと１，４－ブタンジオールの
混合物）を用いる他は同様にしてシュープレス用ベルトを得た。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　実施例３
　実施例１において、参考例１のポリウレタン樹脂混合物の代わりに参考例３で用いたｐ
－フェニレン－ジイソシアネート（ＰＰＤＩ）とポリテトラメチレングリコール（ＰＴＭ
Ｇ）とを反応させて得られたウレタンプレポリマー（ＮＣＯ％は５．５１％、５５℃にお
ける粘度は１，８００ｃｐｓ、予熱温度６６℃）、および９０モル％の１，４－ブタンジ
オール（１，４ＢＤ）および１０モル％のETHACURE300よりなる硬化剤混合物を混合（Ｈ
／ＮＣＯ比は０．９５）したポリウレタン樹脂混合物を用いる他は実施例１と同様にして
シュープレス用ベルトを得た。
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【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　工程２：ポリエチレンテレフタレート繊維の５，０００ｄｔｅｘのマルチフィラメント
糸の撚糸を緯糸、ポリエチレンテレフタレート繊維の５５０ｄｔｅｘのマルチフィラメン
ト糸を経糸として、経糸が緯糸で挟まれ、緯糸と経糸の交差部がウレタン系樹脂接着によ
り接合されてなる格子状素材（経糸密度は１本／ｃｍ、緯糸密度は４本／ｃｍ）を用意し
た。複数枚物の格子状素材を、緯糸がマンドレルの軸方向に沿い、シュー側層の外周に隙
間無く一層配置した。そして、この格子状素材の外周に、ポリエチレンテレフタレート繊
維の６，７００ｄｔｅｘのマルチフィラメント糸を螺旋状に３０本／５ｃｍピッチで巻き
付けて、糸巻層を形成した。その後、格子状素材と糸巻層の隙間を塞ぐ程度に、参考例５
で用いたウレタン樹脂混合物（ＴＤＩ／ＰＴＭＧ系プレポリマーとETHACURE300の混合物
）を中間層として約１．６ｍｍ塗布し一体化して、補強繊維基体を形成した。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　実施例５
　実施例１において、参考例１のポリウレタン樹脂混合物を、ベルトの外周層及び中間層
（繊維基体含浸層）に用い、内周層に参考例５で用いたウレタン樹脂混合物（ＴＤＩ／Ｐ
ＴＭＧ系プレポリマーとETHACURE300の混合物）を用い、硬化条件を前硬化１００℃、３
０分、後硬化１００℃、１６時間に変更する他は同様にしてシュープレス用ベルトを得た
。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　実施例６
　実施例１において、外周層及び中間層に参考例１のポリウレタン樹脂混合物を用い、内
周層に参考例３で用いたｐ－フェニレン－ジイソシアネート（ＰＰＤＩ）とポリテトラメ
チレングリコール（ＰＴＭＧ）とを反応させて得られたウレタンプレポリマー、および９
０モル％の１，４－ブタンジオール（１，４ＢＤ）および１０モル％のETHACURE300より
なる硬化剤混合物を混合（Ｈ／ＮＣＯ比は０．９５）したポリウレタン樹脂混合物を用い
、硬化条件を前硬化１２７℃、１時間、後硬化１２７℃、６時間と変更する他は同様にし
てシュープレス用ベルトを得た。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　実施例７
　工程１：適宜駆動手段により回転可能な直径１５００ｍｍのマンドレルの磨かれた表面
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に剥離剤（ＫＳ－６１：信越化学工業株式会社製）を塗布した。次に、マンドレルを回転
させながら、マンドレル表面にスパイラルコートにて参考例５のポリウレタン樹脂混合物
（ＴＤＩ／ＰＴＭＧ／ETHACURE300：Ｈ／ＮＣＯ＝０．９５）を、１．４ｍｍ厚みに塗布
し、マンドレルを回転させたまま室温で４０分間放置し、さらに、マンドレルに付属して
いる加熱装置によって樹脂を１００℃で３０分間加熱し前硬化させた。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　工程２：ポリエチレンテレフタレート繊維の８００ｄｔｅｘのモノフィラメント糸を経
糸とし、ポリエチレンテレフタレート繊維の４，５００ｄｔｅｘのマルチフィラメント糸
を緯糸として一重組織で製織してなる織物片（緯メッシュ３０本／５ｃｍ、経メッシュ４
０本／５ｃｍ）を用意した。複数枚物の織物片を、緯糸がマンドレルの軸方向に沿い、シ
ュー側層の外周に隙間無く一層配置した。そして、この織物片の外周に、ポリエチレンテ
レフタレート繊維の７，０００ｄｔｅｘのマルチフィラメント糸を螺旋状に３０本／５ｃ
ｍピッチで巻き付けて、糸巻層を形成した。その後、織物片と糸巻層の隙間を塞ぐ程度に
参考例５で用いたポリウレタン樹脂混合物（ＴＤＩ／ＰＴＭＧ系プレポリマーとETHACURE
300）を、ドクターバーを用いて厚さ１．６ｍｍに塗り一体化して、補強繊維基体を形成
した。
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